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一般会計決算特別委員会質疑

寄
附
機
会
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

提
携
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
２
サ
イ

ト
か
ら
５
サ
イ
ト
へ
拡
充
し
た
こ
と
や
、

新
た
に
約
20
事
業
者
に
登
録
い
た
だ
く
な

ど
返
礼
品
の
充
実
を
図
り
、
新
し
く
返
礼

品
と
し
て
加
わ
っ
た
再
生
パ
ソ
コ
ン
の
人

気
が
高
か
っ
た
こ
と
が
寄
附
金
額
増
加
の

主
な
要
因
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
全
国

的
に
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
市
場
規
模
が

拡
大
し
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
考
え
て

い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
こ
そ
活
用
す
べ
き
で

あ
る
。
た
め
込
み
財
政
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
国

か
ら
の
普
通
交
付
税
が
増
額
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
追
加
交
付
と
な
っ
た
趣
旨

を
踏
ま
え
、
積
み
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
９
億
円
の
予
算
措
置
を
行
い
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
推
進
に
も
努
め
て
い
る
。

特
定
目
的
基
金
に
つ
い
て
は
、
年
度
間
の

財
政
負
担
の
平
準
化
を
図
る
も
の
で
あ

り
、
年
度
末
の
財
源
を
活
用
し
て
積
み
立

て
の
充
実
に
努
め
る
の
は
、
地
方
財
政
法

の
趣
旨
に
沿
っ
た
適
切
な
財
政
運
営
で
あ

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
積
み
立
て
る
だ
け

で
な
く
、
市
民
会
館
の
跡
地
活
用
事
業
等

に
活
用
し
て
い
る
。

２
０
２
１
年
度
の
財
政
調
整
基
金

（
※
２
）と
特
定
目
的
基
金(

※
３)

の
合
計
残
高
が
前
年
度
比
４
．
７
％
増
の

240
億
４
千
万
円
と
驚
き
の
数
字
で
あ
る
。

問

答

過
度
な
積
立
金
の
抑
制
を

令
和
３
年
度
と
２
年
度
の
個
人
市

民
税
の
収
入
額
を
比
較
す
る
と
、

約
２
億
２
千
万
円
減
少
し
て
お
り
、
こ
れ

は
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
額

の
増
加
が
要
因
と
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方

で
、
３
年
度
の
本
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
額
は
、
約
１
億
７
，
９
６
８
万
円

で
、
前
年
比
88
．
63
％
増
で
あ
る
が
、
具

体
的
な
増
加
要
因
は
何
か
。

問

一般会計決算特別委員会での関係書類審一般会計決算特別委員会での関係書類審査査

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
増
加
要
因
は

答　
い
ば
ら
き
未
来
の
会

　
　
　
　
　
　
　
西
本
　
睦
子

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
光
夫

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田
　
　
充

歳
入
に
計
上
さ
れ
て
い
る
学
校
施

設
環
境
改
善
交
付
金
は
小
・
中
学

校
の
ト
イ
レ
改
修
に
利
用
さ
れ
た
と
の
こ

問 小
・
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
の
内
容
は

（※２）財政調整基金：
大規模な公共施設の建設など、将来の財政需要に備え、特定の目的のために積み立てる
基金。

（※３）特定目的基金：
地方公共団体における、年度間の財源の不均衡を調整するための基金。

一般会計決算特別委員会 質疑
　「令和３年度大阪府茨木市一般会計決算」の審査が付託された一般会計決算特別委員会は、河本 
光宏委員（公明党）を委員長に選任し、9 月 12 日・13 日・14 日の３日間にわたり、関係書類
の審査を行ったのち、15 日に質疑を行い、委員会としての採決を行いました。その後、9 月 22
日の最終本会議における採決で、賛成者多数で認定しました。
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市
議
会

だ
よ
り

と
だ
が
、
そ
の
工
事
内
容
は
ど
う
い
っ
た

も
の
か
。
ま
た
、
改
修
に
当
た
っ
て
は
子

ど
も
た
ち
が
使
い
た
く
な
る
よ
う
な
明
る

い
色
の
壁
や
ド
ア
と
す
る
な
ど
、
現
場
の

希
望
を
取
り
入
れ
る
機
会
は
あ
る
の
か
。

工
事
内
容
に
つ
い
て
は
、
ト
イ
レ

の
系
統
ご
と
に
、
床
、
壁
、
天
井

を
す
べ
て
撤
去
し
、改
修
す
る
と
と
も
に
、

便
器
の
洋
式
化
、
床
の
乾
式
化
、
配
管
の

更
新
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
洗
面
の
自
動

水
栓
化
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ト

イ
レ
の
壁
や
ド
ア
の
色
な
ど
の
希
望
等
に

つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
学
校
の
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
決
定
し
て
い
る
。

し
て
い
る
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
に
つ
い
て
は
、
消

費
喚
起
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進
を

目
的
に
実
施
し
た
。
両
事
業
と
も
８
割
を

超
え
る
高
い
予
算
執
行
率
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
目
的
を
一
定
果

た
せ
た
と
考
え
て
い
る
。

地
産
地
消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
食
材
に
応
じ
て
地
場
産
評
価

や
栽
培
評
価
、
品
質
確
認
な
ど
を
含
め
総

合
的
に
評
価
選
定
し
、
地
場
産
の
入
手
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
の
実

績
は
な
い
が
、
業
者
か
ら
の
申
し
出
等
に

よ
り
、
価
格
の
変
動
が
確
認
で
き
れ
ば
、

入
札
価
格
を
変
更
す
る
場
合
も
あ
る
。
一

部
の
物
資
に
つ
い
て
は
業
者
か
ら
相
談
が

あ
っ
た
が
、
廃
棄
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

対
応
し
て
い
る
。

た
が
、
令
和
２
年
度
か
ら
３
年
度
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
授
業
時
間
の
確
保
や
精

神
面
の
ケ
ア
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生

じ
た
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
３
年

度
は
全
国
平
均
を
上
回
り
、
元
年
度
に
平

均
以
下
と
な
っ
て
い
た
小
学
校
の
国
語
も

全
国
平
均
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
が
、

そ
の
要
因
は
何
か
。

結
果
に
結
び
つ
い
た
要
因
に
つ
い

て
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
考
え

方
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
授
業
改
善
の
推
進

を
図
っ
た
こ
と
、
学
力
の
基
盤
と
な
る
言

語
力
の
育
成
や
自
己
肯
定
感
等
の
向
上
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
等

の
人
的
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、
児
童
・

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
学
習
支

援
を
継
続
し
て
行
っ
て
き
た
こ
と
も
要
因

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
つ
い

て
、
本
市
小
・
中
学
校
で
は
以
前

か
ら
全
国
平
均
を
お
お
む
ね
上
回
っ
て
き

問 子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
の
要
因
は

令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
エ
ー
ル

茨
木
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

お
よ
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト

還
元
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
実
施
の
目
的

は
何
か
。
ま
た
、
実
施
結
果
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い
る
の
か
。

エ
ー
ル
茨
木
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に

伴
い
低
迷
す
る
消
費
の
喚
起
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
市
内
産
業
の
活
性
化
を
目
的
と

会 計 区 分 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差　引
一 般 会 計 112,307,635,318 110,100,822,685 2,206,812,633

特
別
会
計

財 産 区 5,079,618,875 91,155,365 4,988,463,510
国 民 健 康 保 険 事 業  28,410,716,547 27,273,300,987 1,137,415,560
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 4,539,251,835 4,370,181,173 169,070,662
介 護 保 険 事 業 20,761,605,649 20,449,860,300 311,745,349

合 計 171,098,828,224 162,285,320,510 8,813,507,714
下 水 道 等 事 業 会 計

（ 収 益 的 収 支 ） 7,162,078,827 5,963,946,207 1,198,132,620

水 道 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 5,882,749,815 5,159,537,749 723,212,066

[ 令和３年度各会計別歳入歳出決算額 ］[ 令和３年度各会計別歳入歳出決算額 ］ （単位：円）

答 問 消
費
喚
起
事
業
の
目
的
と
評
価
は

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
円
藤
　
こ
ず
え

答

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
泰
典

小
学
校
給
食
の
物
資
購
入
が
年
間

約
７
億
６
，
７
０
０
万
円
で
あ
る

が
、
物
資
の
購
入
に
当
た
り
、
地
産
地
消

へ
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。
ま
た
、
入
札

に
よ
り
業
者
を
決
定
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
物
価
上
昇
等
の
理
由
で
年
度
途
中
に

入
札
価
格
を
変
更
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
分
散
登
校

に
よ
っ
て
給
食
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

業
者
か
ら
物
資
が
余
っ
て
困
る
等
の
相
談

は
な
か
っ
た
の
か
。

問 小
学
校
給
食
に
係
る
物
資
購
入
は

答

答


